
昭 大  

明  1年 月    七‾＝五五九九二五五  ヽ  ヽ ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ    00一≡五 二   

票藁晶要望芸誓琵墓琵  

Lう  

止庶務険別荘築を築 、閑創≡公…霞  
契事創蕗  表芸芸箋護憲憲司璧毒   撃方臨地務定設一祐一   

】   か   
較  屋○売  発 ヽ   

わ   
葉  売－  

り   

銭  
夷  
施  

売  

目
 
郵
 
便
 
局
 
 
 

焼
山
街
道
の
交
通
が
次
オ
に
衰
微
し
た
明
治
二
十
六
年
四
月
焼
山
郵
便
局
を
移
転
し
て
熊
野
郵
便
局
が
開
設
さ
れ
た
が
、
局
 
 

舎
は
現
在
中
学
校
西
前
の
位
置
で
あ
つ
た
。
最
初
ほ
通
常
郵
便
の
み
取
扱
つ
て
い
た
が
、
明
治
四
十
三
年
迄
に
小
包
郵
便
、
内
 
 

外
国
為
替
、
郵
便
貯
金
、
和
文
電
報
等
の
事
務
を
加
え
、
一
応
の
体
係
を
整
え
る
に
空
つ
た
。
其
後
大
正
年
間
に
は
簡
易
保
険
 
 

（
大
玉
、
一
〇
、
一
）
電
話
開
通
（
大
九
二
二
、
二
六
）
外
国
和
文
電
報
（
上
海
、
青
島
及
倉
口
）
郵
便
年
金
（
大
一
五
、
一
〇
、
 
 

一
）
月
掛
貯
金
（
昭
三
、
二
、
一
）
等
の
取
扱
に
拡
大
、
次
い
で
、
昭
和
六
年
四
月
一
日
以
降
熊
野
跡
村
を
集
配
区
割
に
編
入
 
 

し
た
。
こ
の
間
昭
和
四
年
一
月
に
は
現
在
地
に
コ
ン
ク
リ
ー
ー
建
の
局
舎
新
築
さ
れ
、
逓
送
も
人
ふ
ら
人
力
車
（
大
一
二
、
七
 
 

、
一
）
サ
イ
ド
カ
ー
（
昭
六
、
四
、
一
）
 
へ
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
現
在
ほ
一
日
午
前
、
午
後
の
二
回
日
本
郵
便
逓
送
 
 

株
式
会
社
の
赤
塗
自
動
車
（
昭
八
、
四
、
一
五
）
が
広
島
、
熊
野
、
呉
間
の
巡
回
集
配
に
当
り
、
町
内
集
配
も
一
乃
至
二
回
に
 
 

及
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
郵
政
進
歩
の
中
に
、
逓
信
マ
ー
ク
「
〒
」
を
き
ざ
ま
れ
た
一
号
ボ
ス
ナ
（
鉄
製
）
四
、
二
号
ポ
 
 

ス
ト
（
木
箱
）
一
一
、
計
一
五
が
切
手
売
捌
所
一
五
（
何
れ
も
熊
野
跡
村
を
含
む
）
の
標
識
と
共
に
、
苦
か
わ
ら
ぬ
赤
い
姿
態
 
 

を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
の
ほ
仲
々
な
つ
か
し
い
も
の
で
あ
る
。
 
 

日
本
郵
政
の
あ
ゆ
み
 
 

上
表
ほ
日
本
郵
政
に
つ
い
て
身
辺
の
簡
単
な
ス
ケ
ッ
 
 

チ
で
あ
る
が
、
書
状
二
鏡
、
葉
書
一
鋳
の
時
代
か
ら
七
 
 

十
年
後
の
今
日
審
状
十
円
、
葉
書
五
円
え
の
あ
ゆ
み
を
 
 

正
視
し
、
時
代
の
起
伏
と
そ
の
背
後
に
ひ
そ
む
い
ろ
い
 
 

ろ
な
現
象
を
想
起
せ
ず
に
ほ
お
れ
な
い
。
 
 
 

そ
の
社
会
現
象
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
郷
 
 

土
が
た
く
ま
し
い
進
展
の
巨
歩
を
運
ん
で
き
た
こ
と
も
 
 

無
論
で
あ
る
。
郵
便
局
は
、
実
に
社
会
現
象
の
窓
で
あ
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備
考
 
何
れ
も
件
数
に
よ
る
指
数
で
大
正
十
二
年
 
 

を
基
準
と
す
る
。
但
し
郵
便
引
受
及
配
達
 
 

は
当
時
昭
和
村
の
数
字
を
含
む
 
 

ラ
ヂ
オ
：
丁
レ
ビ
等
設
置
数
 
 

一
、
三
十
〓
年
七
一
現
在
の
数
字
を
 
 

ニ
、
二
者
共
同
加
入
六
台
喜
む
 
 
 

指
 
数
 
表
 
 

外
国
航
空
小
包
 
 

雷
状
一
〇
円
、
 
 

避
信
省
廃
止
、
運
輸
通
信
省
の
管
理
 
 

書
状
七
銭
、
雅
章
≡
餞
 
 

昏
状
一
〇
銭
、
襲
詔
五
銭
 
 

帯
状
三
〇
銭
、
電
器
一
五
銭
 
 

啓
状
一
円
二
〇
銭
、
繋
留
五
C
銭
 
 

撃
状
五
円
、
葉
書
二
円
 
 

寄
状
八
円
、
葉
欝
嶺
冊
、
年
五
つ
き
年
賀
英
軍
発
売
 
（
一
一
月
）
 
 

郵
政
省
設
置
 
 

（
米
国
）
項
摂
関
始
 
 

牢
番
五
円
 
 

野
郵
便
 
 局
 
の
 
お
 
い
 
た
 
ち
 
 

準
と
し
て
も
そ
の
足
ど
り
ほ
上
表
に
よ
つ
て
十
分
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
 
 

即
ち
、
電
報
、
通
常
郵
便
物
に
代
る
に
電
話
の
利
用
が
極
度
に
増
加
し
た
こ
と
が
目
立
 
 

つ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
ス
ピ
ー
ド
を
尊
重
す
る
時
代
性
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
興
味
 
 

あ
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
こ
の
町
に
ラ
ヂ
オ
が
架
設
さ
れ
た
の
ほ
広
島
中
央
放
送
局
が
開
局
さ
れ
た
昭
 
 

和
三
年
七
月
頃
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
日
ま
で
娯
楽
と
し
て
、
又
、
教
養
と
し
て
急
速
 
 

な
進
展
を
示
し
、
現
在
の
聴
取
状
況
ほ
町
全
戸
数
二
、
一
四
三
戸
（
三
〇
、
一
〇
、
一
）
 
 

に
対
し
一
、
七
五
九
戸
約
八
一
％
に
上
つ
て
い
る
。
 
 
 

労
働
苦
に
終
始
し
た
苦
の
農
業
や
商
業
形
態
か
ら
、
か
け
つ
放
し
の
ラ
ヂ
オ
を
楽
し
 
 

み
な
が
ら
野
良
仕
事
や
毛
筆
の
作
業
に
従
事
で
き
る
経
営
の
発
展
段
階
を
か
え
り
み
て
 
 

郷
土
生
活
の
豊
鏡
を
反
省
せ
ず
に
は
お
れ
な
い
。
就
中
、
時
代
の
寵
児
テ
レ
ビ
の
 
 

登
場
に
伴
い
昭
和
三
十
一
年
四
月
こ
の
町
に
ほ
僅
か
三
台
で
あ
つ
た
も
の
が
、
同
 
 

三
十
二
年
七
月
一
日
現
在
二
五
台
を
数
え
、
目
下
急
発
展
の
途
上
に
あ
る
。
 
 
 

電
話
は
大
正
九
年
三
月
通
話
事
務
が
開
か
れ
、
当
時
郵
便
局
内
に
一
ボ
ッ
ク
ス
 
 

を
構
え
て
い
た
も
の
だ
が
、
其
後
大
正
十
四
年
十
二
月
に
至
り
、
加
入
者
七
〇
名
 
 

を
も
つ
て
交
換
事
務
が
開
始
さ
れ
、
順
調
な
べ
ー
ス
を
刻
み
現
在
一
四
八
台
の
架
 
 

設
を
見
、
終
始
遠
距
離
通
話
に
利
用
さ
れ
つ
⊥
あ
る
。
 
 

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
ほ
そ
の
足
ど
り
を
次
の
表
に
よ
つ
て
 
 

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

明
治
二
十
六
年
開
設
当
初
よ
り
す
れ
ば
範
囲
に
お
い
 
 

て
、
又
ひ
ろ
が
り
に
お
い
て
格
段
の
進
歩
が
見
ら
れ
る
 
 

で
あ
ろ
う
。
 
 
 

貯
金
の
漸
増
、
為
替
利
用
度
の
向
上
も
さ
る
こ
と
な
 
 

が
ら
、
仮
に
、
各
項
の
数
字
が
整
う
大
正
十
二
年
を
基
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